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株式会社ラクト・ジャパン 
2020 年 11 月期 第２四半期 決算説明会 主な質疑応答（要約） 

 

 

開催日  2020 年 7月 21日（火） 

 

出席者  代表取締役社長 三浦 元久  

   取締役  前川 昌之 

 

 

 

Q： 現在高水準にある国産脱脂粉乳の余剰在庫解消の見通しと業績への影響について教えてほ

しい。 

 

A： 政府の対策事業は来春にかけて実施される予定。加えてコロナ禍の影響により生活者の皆様

の「免疫力向上」に対する意識が高まり、ヨーグルトや発酵乳に対する需要が再度高まってい

る。牛乳の消費も底堅い。この傾向は今後も継続し、過剰在庫は来春にかけて解消されるもの

と予想している。 

当社は政府の対策事業にも参画することになっており、業績への影響は最小限にとどまる見

込み。 

 

 

 

Q： 今回通期見通しを変更していないが、国産原料の在庫動向も踏まえた業績予想の達成確度

は？また、脱脂粉乳在庫の解消のめどが来春とするならば、来期業績への影響が残る可能性は

ないのか。 

 

A： コロナ禍の影響は非常に見通しづらい状況となっている。足元で感染者数が再び増加傾向に

あること、外食事業の動向、夏場の飲用乳の需給動向など不確定要素が多い。しかし、当社の

上期業績の動向をみると、下期に大きな下振れは無いのではないかと考えているため、業績予

想は据え置いた。 

 

ご指摘の通り在庫の影響はあるが、依然として内外価格差もあり輸入品に対する需要は強い。

コロナ禍の影響で当面デフレ傾向が続く可能性も高く、原料価格を押さえたいメーカーからは

来期以降、この内外価格差も再度注目されると考えている。 
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Q： With コロナ・After コロナでは、健康に対する市場ニーズに対応した素材提供や、ラクト・

ジャパン独自の安定したサプライチェーンを背景としたシェア拡大がキーポイントだと説明

があったが、実際に種まきの成果として見えてきているものや施策に対する手ごたえなどはあ

るか。中長期的なトップライン成長の目線に変化はないか。 

 

A： 今後の健康志向訴求に対応するために、新事業部を今年 3月に立ち上げた。現状はまだ種ま

き段階ではあるが、上期のコロナ禍の中でもいくつか新しい芽が出てきている。こうした芽を

ひとつひとつ育てていきたい。コロナ禍において一番影響を受けているのは新規取引に向けた

働きかけだが、新事業部も意欲的に展開しているので来期以降は結果が出るものと期待してい

る。 

 

中期計画については、ただ今ご説明した新規事業と、拡大しているアジア事業を成長の牽引

役とし、国内事業とあわせて達成を目指していきたい。 

 

 

 

Q： 新規事業の来期業績への影響は？ 

 

A： 来期業績への影響としてはまだそれほど大きくない。中期的には利益貢献に期待している。 

 

 

Q： 今後出てくるコロナ禍による懸念材料について。食肉加工品事業に関しては産地生産に関

する懸念という話があったが、乳原料についてそのような懸念は無いのか。 

 

A： コロナ禍が今後どうなるかが見通せず申し上げにくいが、再流行により行動制限措置が取ら

れた場合、学校給食の停止や外食等の消費が落ち込み、再度国内の生乳在庫が余剰となる可能

性があり、これが懸念となる。また、小売市場の動向も懸念材料。一方、乳原料・チーズに関し

ては、世界各国で農業保護の処置なども取られており、産地（供給）に関する懸念は今のとこ

ろ特にない。 

 

 

 

 

 

 

 



 

3 

 

Q： 小売市場での消費動向を踏まえ、中長期的な国内の乳原料需要について見通しは変わらな

いか。戦略の見直しの必要はないか。 

 

A： 踊り場にあったヨーグルト需要は再度拡大傾向。その他の乳製品についても需要の収縮を考

えにくく、拡大余地があると考えている。価格競争力を考えても、輸入乳原料への需要は引き

続き強いと考えている。 

 

 

Q： シンガポール工場の生産能力増強時期が来期にずれ込むとのことだが、その要因と時期は？  

 

A： 増強に向けて予定通り工事を開始したが、コロナ禍によるロックダウンの影響で工事が遅れ

た。影響は今のところ、数カ月程度で済むと予想している。増強による今期の業績への影響は

もともと見込んでいなかったため、今期予想は当初の通り。工事の遅れは来期初頭には解消す

る予定。中期計画には影響はない。 

 

 

 

Q： 上期は、食肉加工品の調達に問題はなかったとの説明があった。今後、コロナ禍の影響など

により調達先の工場が止まった場合、自国内への供給が優先となり輸出量が制限される懸念は

ないか。 

 

A： 対応は各社各様であるが、当社のサプライヤーは輸出比率が高いところが多く、日本向けの

輸出を止める懸念は少ないだろう。ただし、日本向けについては細かな作業工程があり、そう

いった商品は一部供給が絞られる可能性もある。 

 

 

以上 

 

本資料は、フェアディスクロージャーの観点から、決算説明会の質疑応答をもとに作成しております。内容につき

ましては、ご理解いただきやすいよう一部で加筆・修正しております。また、その情報の正確性・完全性を担保す

るものではなく、今後予告なく変更される可能性がありますことをご承知おきください。 


